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【目的】アダプタータンパク質 Signa1-transducingadaptorprotein-2 (STAP-2)
は､様々な免疫シグナル分子と相互作用することから､免疫反応に重要な役割を

担 うことが考えられている｡本研究では免疫系の中心的役割を担 うT細胞におけ

る Sm P-2の役割を解明するために､STAP-2の T細胞抗原受容体 (TCR)下流

シグナル伝達分子群との機能的相互作用を解析 した｡

【方法と結果】STAP-2を過剰発現させたヒト白血病由来 で細胞株 Jurkatに抗

CD3抗体刺激を行い､STAP-2とTCR下流シグナル伝達分子との相互作用及びタ

ンパク質 リン酸化の検討を行った｡その結果､STAP-2は TCRを構成する CD3g
鎖や LCKと相互作用し､LCKや ZAp-70､PLCYl､JNKのリン酸化をIJIJ進させ

ることが分かった｡さらに STAP-2はTCR下流の IL-2遺伝子発現誘導を増強さ

せることが分かった｡STAP-2によるTCRシグナル増強作用が1'nvl'l10でも機能し

ていることを明らかにするために､嫌気性常在菌であるPacnes投与による生体内

免疫応答反応における STAP-2の役割を STAP-2欠損マウスで解析 した｡その結

果､Pacnes誘導性免疫応答はSTAP-2欠損マウスにおいて有意に抑制されること

が分かった｡

【考察】本研究から､STAP-2は CD3g鎖や LCKと相互作用して TCRシグナル
伝達を正に制御 し､T細胞活性化を克進させる機能分子であることが分かった｡T
細胞の機能異常は細菌感染や自己免疫疾患に関与することから､st九p-2はこれら

病態に関与することが推察できる｡現在､Pacnesによる細菌感染や自己免疫疾患

に与える STAP-2の影響を欠損マウス及び トランスジェニックマウスを用いて詳

細な解析を進めている｡


